













の主役の一人である曹操は、乱世にあって自らが前線に赴き果敢な戦いを見せ、また兵戸制や求賢令など非凡な政策を実現し、天子の権威を駆使して自身の権威を高め、ついには四百年続いた漢王朝をぬけがらにし 覇業を進めいった。その曹操の政治拠点は主に鄴・洛陽・許昌の三か所であるが、こ うち鄴（現河北省邯鄲市臨漳県）は、曹操が鄴城を手に入れるやただちに軍府 移しここを本拠地とした。　
なぜ、曹操は、後漢王朝の都でかつ中国史上最も長い間
都であった洛陽（現河南省洛陽市）や自身が献帝 奉戴

























































































を誇った地である。市来弘志は次のように指摘する。鄴が河北南部の中心となったのは後漢末 で 冀州の牧・韓馥のゆずりをうけて袁紹が本拠地を置いた がその端緒だが、都市として 鄴 地位 確立させたの 曹操であり、彼が袁氏勢力 滅ぼす 二〇四年に鄴を根拠地とし漕運を建設するなどして大規模な都市建設を行った。二二〇年に曹丕が漢から帝位 簒奪して皇帝 即位し洛陽を都にするまでの間は事実上の首都と言っ よい地位にあり、魏



















































































































発生し、経済資源は二の次になったことは否めな 。食糧が確保できない 決定的な理由で、邯鄲衰退の 由があると考えられる。　
以上のように、食糧・交通・軍事 面から鄴を考察したが、
曹操期においてはこの三点からみても鄴を本拠地 する条件を充分持っていた 言 る。しかし、 にも弱点があ軍事拠点として南方や西北方面へ征伐に行くためには、黄河という障害があるため、補給面からみても盤石と 言い難い。よって、曹操は鄴を本拠地としたが、曹操の生涯は、











（（（ 中平５年 西園八校尉の制定にともない、典軍校尉に就任 洛陽





































（0（ 建安６年 袁紹軍を倉亭に破る 倉亭→許→劉備討伐のため南征
（0（ 建安７年 曹操　故郷の譙に兵を休め布告を発し、逡儀に行き、睢陽の用水を補修 譙→逡儀→官渡
（0（ 建安８年 袁氏兄弟を攻撃　荊州の劉表を攻める 黎陽→鄴→許→荊州→黎陽





























































































として機能するどころか 相当 廃し いた事がわかる。（２）農業拠点　
黄河の流域の地層は黄土層といって、地質年代の太古に、











































































































地とする前まで、曹操は主に許 ら各戦場に赴いていることから、ここが初期の重要軍事拠点であったとして間違ない。袁術・張繡や呂布 討伐には許から出陣しており、さらに袁紹との天下分け目の合戦である官渡の戦 もここを重要拠点 している。　
その後、曹操は鄴を本拠地としたが この地は献帝が住

















































































侯は凡庸の君が多く、政治は中央に頼らなければ らず、そこが中央の狙いであって 有能な官僚を傅 あるいは相
















并・青両州も平定 た年に っそくこのとりつぶしが行われたという は、石井が指摘するように諸侯王がめざわりな存在であった であろう。よって、鄴を本拠地とした理
由の一つとして、諸侯王の勢力が弱い地域であった理 もあったのではないだろうか。　
さらに興味深い内容として、漢王朝の詳細な戸
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図１　後漢の諸侯国


























ついて、宮崎市定は、以下のごとく述べる。 の下に集まった豪族出身の軍閥 急激に貴族化しつつあり、中原には後漢朝の旧貴族と曹氏直属の新貴族との二重貴族制が出現し、旧貴族 消滅は言うまでもなく後漢 消滅を意味し、易姓革命の準備は着々と進行する、とし、魏国側で




















































年 役職 品 官職の説明及び曹操の状況














建安元年（（（（ 年）（ 月 大将軍 一
大将軍は、後漢において外戚のために設けられた
役職だが、袁紹に気遣い辞退した。



















































































































































































































































































―」 （前掲注３所収） 、二〇頁（初出、 『法
政考古学』三〇、 二〇〇四） 。
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